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センターからのお知らせ 
 

 

皆様こんにちは、センター長の土居です。 

センターは、情報提供やスキルアップなどその方に必要な支援を、

その方とともに考え・見出し、一緒に取り組む施設です。何か気にな

ることや心配事がありましたら、ご遠慮なく、ご相談ください。 

この４月からセンター内に「ＩＣＴサポートセンター」を開設します。

これまで以上に、日進月歩で進化し続けるＩＴ機器類のサポートに力

を入れるとともに、そういったＩＣＴ環境がもたらす総合的な恩恵に

ついてもお伝えできればと思います。関連記事として本号「県から

のお知らせ」欄もご覧ください。 

今年度のボランティア養成講座は、これまでより２か月早めて、６

月に開始します。入門コースを2か月間とし、テキスト化の実習をカ

リキュラムに加えることとしました。テキストの扱いに慣れるという

ことが、今後の情報提供のあり方に有用だと考えているからです。

ぜひ皆様の周りでボランティア活動に興味のある方がいらっしゃい

ましたら、センターの養成講座をお勧めいただければ幸いです。 

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

●スタッフ紹介 

これまで点訳指導員としてボランティア養成・育成に当たってき

た黒崎よし乃が、３月３１日をもって退職しました。４月からは田村

由佳利が点訳指導員として、ボランティア対応をはじめ、利用者皆

様からの点字に関する質問などにお答えします。「こういう時のマス

あけは」とか「この点字はなんという記号？」などなど、お気軽にお

問い合わせください。 
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●住所などの変更はお早めに連絡を！ 

春を迎えました。中には生活環境が大きく変わる方もいらっしゃ

るのではないでしょうか。引っ越しなどで住所や電話番号、またメ

ールアドレスなどが変更になる場合は、できるだけ早く、センターに

連絡ください。郵便物が戻ってきたり電話が通じなくなってからで

は、センターからは何もできません。ご協力のほど、よろしくお願い

いたします。 

 

●ピアサポート・ダイヤルの終了について 

おもに中途視覚障害者を対象として「当事者相談員が当事者の

困りごとにお応えする電話相談」というキャッチフレーズで長らく続

けてきたピアサポート・ダイヤルですが、諸般の事情により、この３

月３１日をもって終了しました。今後は、当センターに直接ご相談く

ださい。また、中途失明者を対象とした交流会を土曜サロンの中で

実施する予定です。ぜひご参加ください。 

 

●電話機の切り替え工事について 

センターで毎日活躍している電話機。親機・子機を合わせると１０

台以上の電話が、皆様からのアクセスに一斉に呼び出し音を響かせ

ます。そんな機器類ですが老朽化のため、交換することとなりまし

た。工事日はまだ確定していませんが、５月から６月にかけての、ど

こかの土曜日に実施する見込みです。工事は長くて半日で、その間、

電話回線を遮断するので、電話を受けることができません。事前に

お伝えすることができないかもしれませんが、その節はご理解のほ

どよろしくお願いいたします。  
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●上半期スケジュール 

※気になるイベントがありましたら、ぜひカレンダーに印をつけて、

スケジュールしてください。参加をお待ちしています。また、サロン

の内容につきまして要望などありましたら、どうぞご一報ください。

検討いたします。 

４月５日（土）：ＩＴサロン「進化するｓｅｅｉｎｇ ＡＩ！」 

４月１１日（金）：視覚障害者サポート・ボランティア研修会「３Ｄ模型

を活用した未来の図書」 

４月１９日（土）：いーらサロン「深掘り！お役立ちミニ情報、そこが知

りたい」 

５月１７日（土）：いーらサロン「中途視覚障害者のための情報交換・

茶話会」 

５月３１日（土）：ＩＴサロン「ＮＶＤＡの魅力」 

６月２１日（土）：いーらサロン「拡大読書器じっくり体験」 

７月２７日（日）：利用者懇談会（静岡市・県防災センター） 

７月２８日（月）：臨時休館 

８月２日（土）：ＩＴサロン 

８月２３日（土）：フェスタシズウエル 

９月６日（土）：ＩＴサロン 

９月２０日（土）：いーらサロン 

 

■点字かわら版「美味しい！楽しい！静岡情報」配信中！ 

２月号と３月号の２回にわたり、県内の漁協漁港食堂を特集しま

した。２月号は東部地域、３月号は中西部地域をご紹介しました。 

点字かわら版は、アイニュースでのお知らせのほか、ご希望の方

には、点字印刷したもの（３枚）を差し上げます。点字データでご希

望の方は、メール添付でお送りいたします。ぜひご利用ください。  
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■レシピ 

皆さん料理はお好きですか。この２月にＣＭでもおなじみの味の

素が視覚障害の方向けの料理サイトを公開しました。そのご案内も

兼ねて今回は３つのレシピ集をご紹介します。 

味の素が公開したのは「音でみるレシピ SOUNDFUL RECIPE

（サウンドフルレシピ）」。 

ポイントは①音声読み上げに適したサイトにし、誤読がないよう配

慮したこと、②見た目ではなく音や香りでの説明にしたこと、③開

発に協力した当事者・川端美樹さんの音声コラムを入れたことです。

現時点でのレシピは３０、今後増やしていく予定とのことです。 

二つ目は「アクセシブルキッチン」｡こちらは視覚障害の方向けの

YouTubeのレシピ集です。すべて電子レンジで調理するものです

ので、料理はちょっと、という方にも取り入れやすいのでは。使いや

すい便利な調理器具や見ないで調理するコツ、計量の方法なども

紹介されています。現時点で６０のレシピがあります。 

三つ目は「声による特別情報」。こちらは「すこやか食生活」という

サイトの中にあります。「声の食生活情報」という雑誌でおなじみの

方もいるかもしれませんね。「声による特別情報」には４０ぐらいの

レシピがあります。実際に作っている音が入っているので臨場感が

ありますよ。こちらはデイジーもあります。 

ぜひ新しい料理にチャレンジしてみてください。 
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静岡県からのお知らせ 

 

■ＩＣＴ技術を生活に積極的に取り入れましょう。 

このニュースを読まれている皆様は、普段どのようなＩＣＴ機器に

触れていますか？ 

ＩＣＴとは、日本語で、情報通信技術を意味しており、情報処理だ

けではなくインターネット等の通信技術を利用したサービスのこと

を指しています。身近なＩＣＴ機器と言えば、やはりスマートフォンが

あげられます。皆様の中にも自在にスマートフォンを操る方もおら

れると思います。 

近年におけるＩＣＴ機器の発展はめざましいものがあり、県民はも

とより、視覚障害者の皆様の生活が様変わりするような方がおられ

る一方、高齢の方など、近年開発されたＩＣＴ機器の使用が困難な方

もおられます。この問題は「デジタルデバイド」と呼ばれ、ＩＣＴ機器を

利用できる人と利用できない人との間に格差が生じています。 

国では、視覚に障害のある方々のＩＣＴ機器の利用を推進するた

め、従来より都道府県に「ＩＣＴサポートセンター」の設置を呼掛けて

いました。本県も令和７年度より、静岡県視覚障害者情報支援セン

ターの名称や人員はそのままに、「ＩＣＴサポートセンター」を併設す

ることとしました。 

静岡県視覚障害者情報支援センターは、ＩＣＴ機器の使用に関す

る相談やサピエ図書館の積極的な利用推進等、ＩＣＴに関する業務

は従来より行っており、センター業務が大幅に変更されることはあ

りませんが、引き続き、ＩＣＴ機器の使い方やその他ＩＣＴに関して御

不明な点がありましたら、是非、静岡県視覚障害者情報支援センタ

ーを御利用ください。  
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イ ベ ン ト 情 報 
 

■土曜サロンにお越しください！ 

〈土曜日の午後はサロンのひととき。第１土曜はＩＴチャレンジサロン。

パソコンやアイフォーン、読書器などに関連したスキルアップをどう

ぞ。第３土曜はいーらサロン。体験や交流をメインにお楽しみくださ

い。原則Ｚｏｏｍミーティングでも配信しますので、そちらもご利用く

ださい。〉 

●申し込み・問合せ先： 

電話（９時から１７時）：０５４－２５３－０２２８ 

メール：ｉｎｆｏ＠ｉ－ｃｅｎｔｅｒ－ｓｈｉｚｕｏｋａ．ｊｐ 

※Ｚｏｏｍミーティング情報はメール配信『アイニュース』の署名欄で

お知らせしています。 

※直接会場にお越しの場合は、事前にお申し込みください。 

※いーらサロンに参加する方で静岡駅・新静岡駅・市民文化会館入

り口（バス停）からのガイドをご希望の方は、ご遠慮なくお申し出く

ださい。 

 

●４月５日 「進化するｓｅｅｉｎｇ ＡＩ！」 

～別々だった機能が１つにまとまり、わかりやすくなりました～ 

シンプルな画面構成と使いやすさが特徴の画像認識アプリの草

分け「ｓｅｅｉｎｇ ＡＩ」。１度は耳にしたり、使用したことがある方も多

いのではないでしょうか。 

これまでもＯＣＲ機能の向上やＡＩ導入による解析能力の発展な

ど、バージョンアップを続けてきたアプリですが、今度は使用頻度の

高い機能をまとめさらに使いやすくなりました。今回は基本的な使

い方とちょっと便利な機能について紹介します。 
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日時：４月５日（土） １３時３０分～１５時３０分 

会場：センター内およびオンライン（Ｚｏｏｍミーティング）配信 

※直接会場にお越しの場合は、事前にお申し込みください。 

持ち物：アイフォーン 

 

●４月１９日 「深掘り！お役立ちミニ情報、そこが知りたい」 

皆様、『アイサポートニュース』のお役立ちミニ情報、お読みいただ

いているでしょうか。４月のサロンではこれまでの記事から「地球儀」

「障害者手帳」「ＡＴＭの操作」「エスコートゾーン」の４つを取り上げ、

もう少し掘り下げてみます。 

字数の関係で記事ではふれられなかった情報や、実際に体験す

ることも含めて、できるだけ「役立つ」内容にできればと思います。

経験談や感想をお持ちの方はぜひお聞かせください。より「お役立

ち」かも。どうぞご参加ください。 

日時：４月１９日（土） １３時３０分～１５時３０分 

会場：５階集会室およびオンライン（Ｚｏｏｍミーティング）配信 

※直接会場にお越しの場合は、事前にお申し込みください。 

※後半の外歩きにつきましては、オンラインでの中継はありませ

んのでご了承ください。 

 

●５月１７日 「中途視覚障害者のための情報交換・茶話会」 

５月は少し趣を変えて、最近視力が低下したり視野が狭くなった

りという、いわゆる中途視覚障害者の皆様を対象に、情報交換会・

交流会を開催します。悩みや困りごとに共感を寄せあったり、解決

するためのヒントを持ち寄ったり、あるいは生活する上でのコツや

便利なグッズについての情報を共有したり…、何か新しいことを見

つけられる場になればと思います。 

初めてサロンに足を運ぶという方も大歓迎！お茶とお菓子をい

ただきながらゆったりお話ししませんか。 
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日時：５月１７日（土） １３時３０分～１５時３０分 

会場：５階集会室  参加費：３００円※お茶とお菓子 

※直接会場にお越しの場合は、事前にお申し込みください。 

※オンライン（Ｚｏｏｍミーティング）の配信はありません。 

対象：中途視覚障害の方※家族とご一緒でも可 

申込：５月１５日（木）までに家族の有無などを含め、ご連絡くだ

さい。 

 

●５月３１日 「無償のスクリーンリーダ・ＮＶＤＡの魅力！」 

～視覚障害者用対応アプリも豊富で安心！～ 

世界標準と言っても過言ではない、無償で使える画面読み上げ

（スクリーンリーダ）アプリ、それがＮＶＤＡです。今は、ウィンドウズ

にも標準装備でナレータという読み上げアプリが搭載されていて、

以前に比べればだいぶ機能アップしましたが、ＮＶＤＡにはかなわな

いかなと思います。 

そこで今回は、ＮＶＤＡでウィンドウズを操作しながら、このアプリ

の特徴や魅力について紹介します。ノートパソコン持参で来所して

いただければ、インストールにも対応します。ぜひお越しください。 

日時：５月３１日（土） １３時３０分～１５時３０分 

※インストールを希望する方は、ノートパソコン持参で、１３時ま

でにお越しください。 

会場：センター内およびオンライン（Ｚｏｏｍミーティング）配信 

※直接会場にお越しの場合は、事前にお申し込みください。 

持ち物：ウィンドウズが動くノートパソコン 

●予告 

６月２１日：拡大読書器じっくり体験 

７月２７日：利用者懇談会〈静岡市・県防災センター〉 

※６月７日、７月５日、１９日のサロンはお休みします。  
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本 の 玉 手 箱 
 

■２０２4 年  サピエ図書館の年間ベストリーダー発表  

●点字図書  

１.『続 窓ぎわのトットちゃん』 黒柳徹子著 （全３巻） 

２.『成瀬は天下を取りにいく』 宮島未奈著 （全３巻） 

３.『スピノザの診察室』 夏川草介著 （全４巻） 

４.『成瀬は信じた道をいく』 宮島未奈著 （全３巻） 

５.『こちら空港警察』 中山七里著 （全５巻） 

６.『５２ヘルツのクジラたち』 町田そのこ著 （全４巻） 

７.『あなたが誰かを殺した』 東野圭吾著 （全５巻） 

８.『ウソみたいな人体の話を大学の先生に解説して 

もらいました。』 中尾篤典ほか著 （全３巻） 

９.『ハンチバック』 市川沙央著 （全１巻） 

１０.『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。』 

汐見夏衛著 （全４巻） 

●デイジー図書  

１.  『スピノザの診察室』  夏川草介著 （8：10） 

2.『成瀬は天下を取りにいく』 宮島未奈著 （5:12） 

３.『ブラック・ショーマンと覚醒する女たち』 東野圭吾著 

（10:52） 

４.『一夜 隠蔽捜査（１０）』 今野敏著 （7:36） 

５.『真珠とダイヤモンド 上』  桐野夏生著 （10:58） 

６.『真珠とダイヤモンド 下』  桐野夏生著 （8:30） 

７.『続 窓ぎわのトットちゃん』 黒柳徹子著 （7:38） 

８.『絡新婦の糸 警視庁サイバー犯罪対策課』 中山七里著 

（7:56） 

９.『さよならの夏 南アルプス山岳救助隊Ｋ－９』 

樋口明雄著 （10:27） 

１０.『あなたが誰かを殺した』 東野圭吾著 （11:０5）  
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■センター製作図書年間人気ランキング発表 
2024年度人気の高かった図書を発表します。 

 

●点字図書 

1 位 日本橋 泉鏡花著 

2位 或るスペイン岬の謎 柄刀一著 

3位 午後のチャイムが鳴るまでは 阿津川辰海著 

4位 妻女たちの幕末 穂高健一著 

5位 白鷺烏近なんぎ解決帖  田中啓文著 

 

●デイジー図書 

1 位 陽炎 新田次郎著 

2位 女の口髭 田辺聖子著 

3位 稀代の本屋 蔦屋重三郎 増田晶文著 

4位 まいにちタマゴ タマゴ科学研究会著 

5位 椿平九郎留守居秘録（４） 早見俊著 

 

 

■点字図書差し上げます！ 

バインダーなしの簡易製本。先着順で受け付けます。ご希望の方

は貸出サービス班まで。 

 

『ニッポンはじめて物語』 北辻利寿著 全４巻 

『家族のようなあなたへ 橋田壽賀子さんと歩んだ６０年』 

石井ふく子著 全２巻 

『ツミデミック』 一穂ミチ著 全３巻 

『悪魔の飽食』 森村誠一著 全５巻 
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■ＳＤカードサービス 

テーマ別に選書したデイジー図書を、ＳＤカードへコピーして提供

いたします。ＳＤカードはご自身で用意するか、センターで代行購入

することができます。また、ＵＳＢメモリでも利用可能です。 

一部、ＳＤカードを直接差し込むことのできないプレクストークが

あります。よく確認の上、ご購入下さい。詳細は貸出サービス班へ

お問い合わせ下さい。 

≪テーマ別パック≫ 

静岡新刊図書パック（２０２５年４月号） ９タイトル 

今回のアイサポートニュースで紹介したセンター製作の新刊デイジー図書を

全て収録。 

サピエ年間ベストリーダー（2024年版） ２０タイトル 

2024年にサピエ図書館で最も読まれたデイジー図書ベスト 20。 

司馬遼太郎 No.2 パック ２１タイトル 

『坂の上の雲』や『竜馬がゆく』、『播磨灘物語』、『世に棲む日日』など司馬遼

太郎の長編小説を収録。 

大谷翔平パック ２０タイトル 

大谷翔平の強さ、活躍の秘密に迫るレポートや、その人柄がうかがえる名言

集など、大谷翔平に関する図書を収録。 

大阪の魅力を感じる図書パック ２０タイトル 

万博開催で注目を集める大阪。大阪が舞台の小説を中心に、大阪の歴史や

食文化が分かる本など、大阪の魅力が詰まったパック。 



（点字図書）                                      ２５－４ 

 

 

 

１２ 

 

新  刊  案  内 
 

２０２５年２月から２０２５年３月までに受入れた当センター所蔵の

点字図書とデイジー図書を紹介します。当センター製作以外の図書に

は、説明文の末尾に(委託図書)(寄贈図書)などの記載があります。 

≪点字図書≫ 

タイトル 巻数 著者名 

出版年 出版者 分類番号 

 

＜哲学＞ 

父
ちち

が息子
む す こ

に語
かた

る壮大
そうだい

かつ

圧倒的
あっとうてき

に面
おも

白
しろ

い哲
てつ

学
がく

の書
しょ

 
１０ 

ｽｺｯﾄ・ﾊｰｼｮｳﾞｨｯﾂ 著 

御立
み た ち

 英史
え い じ

 訳 

２０２３年 ダイヤモンド社
しゃ

 １０４ 

哲学者が小さな子どもの素朴な質問に導かれ、「犬の頭の中」から「コ

ンピュータのバーチャル世界」まで、手ごわい謎を解き明かす。 

超
ちょう

ミニマル・ライフ ７ 四角
よ す み

 大輔
だいすけ

 著 

２０２３年 ダイヤモンド社
しゃ

 １５９ 

どうでもいいことに注ぐ労力・お金・時間を最小化して、自分の可能

性を最大化するための合理的な人生戦略について解説する。 

 

＜社会科学＞ 

事件
じ け ん

報道
ほうどう

の裏側
うらがわ

 ４ 三枝
さいぐさ

 玄
げん

太郎
た ろ う

 著 

２０２４年 東洋
とうよう

経済
けいざい

新報社
しんぽうしゃ

 ３１７.７５ 



（点字図書）                                      ２５－４ 

 

 

  

１３ 

「警察は認否を明らかにしていません」とは、どういう意味？ 「大規

模な捜索」って何人体制？ 元新聞記者がわかりやすく説明する。 

人間
にんげん

の証明
しょうめい

 勾留
こうりゅう

２２６日
にち

と私
わたし

の生
せい

存
ぞん

権
けん

について 
２ 角川

かどかわ

 歴彦
つぐひこ

 著 

２０２４年 リトルモア ３２７.６２ 

長きにわたり勾留され、日本の刑事司法の闇である「人質司法」を経

験した著者。人質司法の非人道性、違法性を広く世に問う。 

＜日本文学＞ 

日本
にっぽん

永代蔵
えいたいぐら

 全訳注
ぜんやくちゅう

 ８ 
井原
い は ら

 西鶴
さいかく

 著 

矢野
や の

 公和
き み お

 他訳注 

２０１８年 講談社
こうだんしゃ

 ９１３.５２ 

元禄前夜、富を築き、また守らんとあがく庶民の姿を活写した、井原

西鶴による町人物浮世草子の傑作を新訳。 

 

＜日本文学 小説＞ 

日本
に ほ ん

蒙昧
もうまい

前史
ぜ ん し

 第二部
だ い に ぶ

 ４ 磯
いそ

﨑
ざき

 憲一郎
けんいちろう

 著 

２０２４年 文藝
ぶんげい

春 秋
しゅんじゅう

 ９１３.６ 

パンダ来日、人気俳優同士の不可解な結婚、中東危機によるオイルシ

ョック。特異な語りで“蒙昧”の時代を描き出す、叙事的長編第２弾。 

断罪
だんざい

された悪役
あくやく

令嬢
れいじょう

は、逆行
ぎゃっこう

して完璧
かんぺき

な悪女
あくじょ

を目指
め ざ

す（６） 
４ 楢山

ならやま

 幕府
ば く ふ

 著 

２０２４年 Ｔ Ｏ
てぃーおー

ブックス ９１３.６ 

婚約式を終えたクラウディアを待っていたのは過酷な花嫁修行。大人

しく勤めを果たそうと心に決めるが、周囲では不可思議な事件が。 

  



（点字図書）                                      ２５－４ 

 

 

 

１４ 

＜日本文学 歴史・時代小説＞ 

引
ひっ

越
こ

し 侍
ざむらい

門出
か ど で

の凶刃
きょうじん

 ４ 鈴峯
すずみね

 紅也
こ う や

 著 

２０２４年 小学館
しょうがくかん

 ９１３.６ 

冴えない日々を送っていた旗本の内藤三左は、辻斬りに襲われたの

を機に人生が一変。老中・松平定信から意外な任務が下される。 

戦国
せんごく

・江戸
え ど

ポンコツ列伝 ５ 吉川
よしかわ

 永
なが

青
はる

 著 

２０２３年 集英社
しゅうえいしゃ

 ９１３.６ 

欲に溺れ、切腹から逃げ、嘘をついてでも見栄を張る歴史上の偉人の

“ポンコツ”な一面にスポットを当てる、抱腹絶倒の歴史時代短編集。 

＜日本文学 推理小説＞ 

不知森
し らず も り

の殺人
さつじん

 ４ 和久井
わ く い

 清水
き よ み

 著 

２０２４年 光文社
こうぶんしゃ

 ９１３.６ 

浅見光彦のご先祖様も名探偵だった！？ 時は明治。浅見元彦は下

宿先の娘おスミから、行方不明の友人を捜して欲しいと頼まれる。 

 

＜日本文学 エッセイ・随筆＞ 

ペルーからきた 私
わたし

の娘
むすめ

 ３ 藤本
ふじもと

 和子
か ず こ

 著 

２０２４年 晶
しょう

文社
ぶんしゃ

 ９１４.６ 

ユダヤ人の夫、日本人の妻、ペルーからきた赤ん坊。出自の異なる３

人がアメリカの小さな町で暮らし始めた。名エッセイ集が待望の復刊。 

 

＜外国文学＞ 

怪談
かいだん

・骨董
こっとう

 ６ 
小泉
こいずみ

 八雲
や く も

 著 

平川
ひらかわ

 祐
すけ

弘
ひろ

 訳 

２０２４年 河出
か わ で

書房
しょぼう

新社
しんしゃ

 ９３３.６ 



（点字図書）                                      ２５－４ 

 

 

  

１５ 

小泉八雲の２大作品集「怪談」「骨董」を八雲研究の第一人者が個人完

訳。日本語表現や表記を活かしながら、最新の研究成果を反映する。 

スリー・カード・マーダー ６ 
Ｊ

じぇい

. Ｌ
える

.ﾌﾞﾗｯｸﾊｰｽﾄ 著 

三角
み す み

 和代
か ず よ

 訳 

２０２４年 東京
とうきょう

創元社
そうげんしゃ

 ９３３.７ 

被害者が落下したと思われた部屋は無人で、玄関ドアは内側から封じ

られていた。警官の姉と詐欺師の妹が不可解な密室殺人に挑む。 

涙
なみだ

は愛
あい

のために ６ 
ダイアナ・パーマー 著 

仁嶋
に し ま

 いずる 訳 

２０２４年 ハーパーコリンズ・ジャパン ９３３.７ 

仕事上のいきさつで命を狙われているグローリー。テキサス州の小さ

な町へ逃れ、身分を隠して農場の料理人として働き始める。 

ミステリーしか読
よ

みません ７ 
ｲｱﾝ・ﾌｧｰｶﾞｿﾝ 他著 

吉嶺
よしみね

 英
ひで

美
み

 訳 

２０２４年 ハーパーコリンズ・ジャパン ９３３.７ 

女優のミランダは、別居中の夫が暮らす町の劇団公演に参加する。だ

が、出演者の一人が小道具のシャンパンを飲んだ直後に死んでしまう。 

ロシア文学
ぶんがく

の教室
きょうしつ

 ５ 奈倉
な ぐ ら

 有里
ゆ り

 著 

２０２４年 文藝
ぶんげい

春 秋
しゅんじゅう

 ９８０ 

戦争のさなかで、文学を学ぶことになんの意味があるのか。注目のロ

シア文学研究者による、小説にして異色のロシア文学入門書。 

  



（点字図書）                                      ２５－４ 

 

 

 

１６ 

＜自然科学 児童向＞ 

はじめての精神
せいしん

医学
い が く

 ３ 村井
む ら い

 俊
とし

哉
や

 著 

２０２１年 筑摩
ち く ま

書房
しょぼう

 Ｊ４９３.７ 

代表的な精神科の病気について、症状や事例、治療法を解説する。精

神医学という専門分野の全体像をとらえるための入門書。（委託図書） 

 

＜日本文学 児童向＞ 

けんか餅
もち

 お江戸
え ど

豆
まめ

吉
きち

（１） ２ 桐生
きりゅう

 環
たまき

 著 

２０２１年 フレーベル館
かん

 Ｊ９１３.６ 

奉公人の豆吉は若旦那のけんか騒ぎに巻き込まれ、ふたりそろって

店を追い出されてしまう。（委託図書） 

のろいまんじゅう お江戸
え ど

豆
まめ

吉
きち

（２） ２ 桐生
きりゅう

 環
たまき

 著 

２０２１年 フレーベル館
かん

 Ｊ９１３.６ 

柳の下から菓子屋をじっと見つめる謎の男。ある日、まんじゅうを見

るなり「のろいまんじゅうだ！」と叫んで倒れてしまった。（委託図書） 

風
ふう

雷
らい

きんとん お江戸
え ど

豆
まめ

吉
きち

（３） ２ 桐生
きりゅう

 環
たまき

 著 

２０２２年 フレーベル館
かん

 Ｊ９１３.６ 

おつかい中にスリにあった豆吉は、友人のお駒と協力して犯人を見つ

け出す。犯人は子供。しかもスリ名人の孫だという。（委託図書） 

れんこちゃんのさがしもの １ 戸
と

森
もり

 しるこ 著 

２０２１年 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 Ｊ９１３.６ 

煮物になりたくないレンコンのれんこちゃん。タイヤ、ボタン、マンホー

ルのふたと色々試してみるが、どれもしっくりこない。（委託図書） 

 



（デイジー図書）                                    ２５－４ 

 

 

 

１７ 

≪音声デイジー図書≫ 

タイトル 時間 著者名 

出版年 出版社 分類番号 

＜哲学＞ 

幸
しあわ

せとは何
なに

か? 空
そら

飛
と

ぶ車
くるま

いすからのメッセージ 
２:１６ 木島

き じ ま

 英
ひで

登
とう

 著 

２０２４年 神戸
こ う べ

大学
だいがく

出版会
しゅっぱんかい

 １５９ 

高校生の時、事故が原因で車いすがなければ移動できない身となっ

た著者。４９歳で急逝した著者から、悩む人々へ送るメッセージ。 

＜社会科学＞ 

慣
な

れろ、おちょくれ、踏
ふ

み外
はず

せ ９:５７ 森山
もりやま

 至
のり

貴
たか

 他著 

２０２３年 朝日
あ さ ひ

出版社
しゅっぱんしゃ

 ３６７.９７ 

ＬＧＢＴに分類して整理して、それで終わりじゃない。「その他」たちが、

すべての「普通」と「規範」を問い直す。 

＜自然科学＞ 

死
し

ぬまで寝
ね

たきりにならな

い１日
にち

１分
ぷん

ごろ寝
ね

整体
せいたい

 
3:４０ 南

みなみ

 雅子
ま さ こ

 著 

２０２３年 Ｓ Ｂ
えすびー

クリエイティブ ４９８.３ 

筋力がつく、関節が整う、転倒・骨折・関節疾患が防げる。１日１分「ご

ろ寝」でできる、ゆるゆる整体法を紹介する。 

＜日本文学＞ 

あとがきはまだ ３:１６ 俵
たわら

 万
ま

智
ち

 著 

２０２４年 短歌
た ん か

研究社
けんきゅうしゃ

 ９１１.１６８ 



（デイジー図書）                                    ２５－４ 

 

 

 
１８ 

「サラダ記念日」から最新作「アボカドの種」までを網羅した、俵万智セ

レクション歌集。 

言葉
こ と ば

の収穫
しゅうかく

祭
さい

 ７:２４ 野村
の む ら

 喜和夫
き わ お

 編 

２０２４年 左右社
さゆうし ゃ

 ９１１.５６８ 

３日間で４０篇の連詩を巻き、４日目の公開発表会で披露する「しずお

か連詩」。２００５年から２０２２年のしずおか連詩作品集。 

＜日本文学 歴史・時代小説＞ 

遊
あそ

びをせんとや １０:１９ 羽鳥
は と り

 好之
よしゆき

 著 

２０２３年 早川
はやかわ

書房
しょぼう

 ９１３.６ 

古田織部の死から１８年、謎の言葉が記された茶会の指示書が見つか

った。毛利秀元は織部の死の真相を探ろうとする。（寄贈図書） 

椿平九郎
つばきへいくろう

留守居
る す い

秘録
ひ ろ く

（８） ５:５４ 早見
は や み

 俊
しゅん

 著 

２０２３年 二見書房 ９１３.６ 

横手藩の留守居役椿平九郎は火事に遭遇し、少年を助け出す。一方、

改易となった羽黒藩の再興を望む者が横手藩に援助を求めてくる。 

＜外国文学＞ 

三体
さんたい

 ３（上，下） 死神
し し ん

永生
えいせい

 
（上）１７：２７ 

（下）１８：１４ 

劉
りゅう

慈
じ

欣
きん

 著 

大森
おおもり

 望
のぞみ

 他訳 

２０２０年 早川
はやかわ

書房
しょぼう

 ９２３.７ 

異星文明の地球侵略に対抗する計画の裏で、極秘の計画が進行して

いた。その決断が人類の命運を揺るがす。シリーズ完結。（寄贈図書） 



（デイジー図書）                                    ２５－４ 

 

 

 

１９ 

親愛
しんあい

なる八本
はっぽん

脚
あし

の友
とも

だち １８:０６ 
ｼｪﾙﾋﾞｰ・ｳﾞｧﾝ・ﾍﾟﾙﾄ 著 

東野
ひがしの

 さやか 訳 

２０２４年 扶桑社
ふそ う し ゃ

 ９３３.７ 

水族館のミズダコ・マーセラスの秘密の趣味は、夜中に館内を散歩す

ること。しかし散歩中に清掃員のトーヴァと出くわしてしまう。 

紅
べに

はこべ １２:３４ 
バロネス・オルツィ 著 

圷
あくつ

 香織
か お り

 訳 

２０２２年 東 京
とうきょう

創元社
そうげんしゃ

 ９３３.７ 

謎の集団〈紅はこべ〉は鮮やかな手口で処刑寸前の貴族たちを救い出

す。フランス革命後の英仏を舞台に描かれる歴史活劇。 

ヒロシマ・モナムール ５:５４ 
ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ・ﾃﾞｭﾗｽ 著 

工藤
く ど う

 庸子
よ う こ

 訳 

２０１４年 河出
か わ で

書房
しょぼう

新社
しんしゃ

 ９５２.７ 

フランスを代表する小説家・デュラスが、広島を舞台に綴った物語。映

画「二十四時間の情事」の原作となった作品の新訳。 

≪テキストデイジー図書≫ 

タイトル ページ数 著者名 

出版年 出版社 分類番号 

<哲学> 

おみくじの歴史
れ き し

 神仏
しんぶつ

のお

告
つ

げはなぜ詩歌
し い か

なのか 
２７２ 平野

ひ ら の

 多恵
た え

 著 

２０２４年 吉川
よしかわ

弘
こう

文館
ぶんかん

 １７６.８ 

おみくじはいつから存在し、誰がつくり、なぜ和歌や漢詩が書いてあ

るのか。謎多きルーツを辿り、日本の風俗として定着した魅力に迫る。 


